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＜研究概要＞ 

 

本研究では，「雨量指標を固定せず様々な指標の組合せで種々のスネーク曲線を

描くことで，土砂災害の危険性を多角的に評価する」ならびに「過去の全ての雨

量データを用いてスネーク曲線を描き，その最大値を結んだ線を CL に設定する」

という 2つのアイデアに基づき，土砂災害発生危険度を評価するための新たな指

標である未経験降雨指数 TPと新たな土砂災害発生危険基準値 TCを提案し，過去の

災害事例の解析により，それらの有用性と活用方法について検討を行った。 

 

＜事後評価コメント＞ 

 

本研究では、全国一律のパラメータで評価される土壌雨量指数を用いず、直感

的に分かりやすい未経験降雨指数 TPと土砂災害発生危険基準値 TCを用いた評価法

を提案している。とくに未経験降雨指数 TPについては、過去の土砂災害事例を対

象とした検証から有効性を提示しており、警戒・避難基準の策定手法の進展が期

待できる。 

今後は、土砂災害発生危険基準値 TCの検討を深めるために、地震や大雨を受け

た地域において地盤強度が低下するような素因の状況変化をどう捉えるのか検討

を進めて頂きたい。 

 

※評価基準 
Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 
Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 
Ｃ：一定の研究成果があった 
Ｄ：研究成果があったとは言い難い 

  


